特約店契約書

　株式会社●●●（以下「甲」という）と、株式会社●●●（以下「乙」という）とは、以下のとおり特約店契約を締結する。

第１条（目的）

　　甲は、乙に対し、別紙に記載される甲の製造にかかる商品（以下「本件商品」という）を売り渡し、乙は甲の特約店として、これを第三者に販売する目的で甲から買い受ける。

第２条（販売地域）

　　乙が本件商品を販売する地域は、●●●、●●●、●●●とする。

第３条（特約店に関する権限）

　　乙は、甲の特約店として次の権限を有する。

　　①甲の特約店である旨を表示すること

　　②販売地域内において甲より購入した本件商品を乙の適当と認める条件で第三者に販売すること

　２　乙は、本件商品を自己の責任において販売するものとし、いかなる場合においても、甲の代理をするものではない。

　３　甲は、前条における乙の販売地域内においては、自ら本件商品を販売することはできない。また、乙以外の第三者が特約店を設置することも認めることができない。

第４条（商品の発注・納品等）

　　甲乙間における本件商品の受発注方法、納入方法、納入場所、納品、検品に関する事項や乙の取扱限度額その他については、別途両者の協議のうえ、定めるものとする。

第５条（代金の支払い）

　　乙は、甲より引渡しを受けた本件商品の購入代金を、毎月末日で締切り、翌月末日までに甲の指定する銀行口座に振込む方法により支払う。

第６条（所有権の移転・危険負担）

　　本件商品の所有権は、本件商品が乙に引き渡されたときに、甲から乙に移転するものとする。

　２　本件商品の引渡し完了後においては、本件商品の滅失、毀損による一切の損害について、乙が危険負担することとする。

第７条（担保責任）

　　甲は、乙に対し、乙が甲から購入した本件商品に隠れた瑕疵が発見されたときは、当該本件商品の引渡し後１カ月以内に限り、代替品との交換を無料で行うものとする。

第８条（連帯保証・担保供与）

　　甲は、乙が本契約第５条にもとづく代金支払いの滞納を３カ月以上継続したときには、ただちに甲の承認する第三者に乙の債務を連帯保証させるか、または債権に見合う物的担保を供する旨の請求をすることができる。

第９条（譲渡の禁止）

　　乙は、甲の書面による事前の同意を得ない限り、本契約にもとづく一切の権利または義務を第三者に譲渡しもしくは担保に供してはならない。

第10条（契約終了時の措置）

　　本契約が終了したときは、乙は、ただちに甲の特約店である旨の表示を中止し、以後、甲の特約店である旨の表示をしてはならない。

第11条（有効期間）

　　本契約の有効期間は、本契約締結の日から１年間とする。ただし、本契約の終了の３カ月前までに、当事者の一方から他方に対し、本契約を終了する旨を書面をもって通知しない限り、さらに１年間有効とし、以後この例による。

第12条（協議）

　　甲および乙は、本契約に定めのない事項が生じたとき、または本契約の条項の解釈について疑義が生じたときは、相互に協議のうえ、誠意をもって解決にあたるものとする。

第13条（合意管轄）

　　甲および乙は、本契約に関して紛争が生じた場合には、甲の住所地を管轄する裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とすることに合意する。

　以上、本契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙各記名押印のうえ、各１通を保有する。

平成●年●月●日


　　　　　　　　甲（住　所）　●●●



　　　 　　（名　称）　株式会社●●●




　　　　　　　　代表取締役　●●●　　　印

乙（住　所） ●●●



　　　 　　 （名　称） 株式会社●●●




　　　　　　　　代表取締役　●●●　　　印
